
 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

  



 

これから大田区立入新井第一小学校の研究発表 

スタートアップ・ガイド 理論編 について、説明します。 

 

本校では、研究主題を 

「こどもを中心としたカリキュラム・マネジメント」 

副主題を「自由進度学習の可能性を探る」として、 

令和６年度から研究を進めてまいりました。 

 

 

  



 

本日は、この理論編として、次の５点について説明します。 

 

 

  



 

まず、主題設定の理由についてです。 
 

 

  



 

本校は「自主自律」を柱とした学校教育目標のもと、 

令和４年度から「自立した学習者」の育成を目指して研究を進め

てきました。 

社会全体でも、多様な状況に対応し、自ら学び続ける「自立した

個人」の育成が求められています。 

しかし、本校児童の実態を見ると、自分で計画を立て、見通しを

もって学習を進める意欲や態度には、大きな差がありました。 

 
  



 

スライドのグラフのとおり、学び方を考えたり計画したりする習慣

がついていると感じている児童が６割と、そうでないと感じている

児童が４割と、児童の意識にも差があることが分かります。 

 

 

  



 

わからない言葉をすぐに調べるなど、自分で課題解決する意欲

や態度についても、同様の傾向が見られます。 

 

 
  



 

そのような現状を改善するためには、こどもたちが自ら実践し、

振り返る機会を意図的に設定した「学び方」を身に付け、こどもを

中心においたカリキュラムづくりが不可欠であると考え、研究主

題を「こどもを中心としたカリキュラム・マネジメント」としました。 

そして、有効な方法の一つである「自由進度学習」に着目し、研

究を進めていくこととしました。 
 

 

  



 

次に、研究仮説と本校の目指す児童像についてです。 

 
 

 

  



 

研究仮説は、 

「単元内自由進度学習を取り入れ、学習環境を充実させ、学習過

程を工夫することで、児童が自分に最適な学びを計画・実行す

る、自立した学習者となるだろう」 

としました。 

 

 
  



 

そして発達段階に応じて、次のように児童像を設定し、段階的に

学び方の選択肢を広げることで、自分の学びをデザインし、実行

する力を育成していくことを目指しました。 

 

 
  



 

次に、自由進度学習について説明します。 

 

 

  



 

自由進度学習とは、こどもたちが「学習計画表」に基づいて自分

のペースで教科内容を学び進める方法で、欧米などでは学年の

垣根を越えて行われる場合もあります。 

日本の学校スタイルや学習指導要領に合わせた形で研究実践さ

れている方法は、「単元内自由進度学習」と呼ばれており、本校

では、「マイプラン・タイム」という独自の呼称を設定して取り組ん

でいます。 

 

 

  



 

こちらは、校内研究のご指導をいただいている、東京学芸大学 

佐野亮子先生に教えていただいた単元内自由進度学習を「学習

内容」と「学習方法」で整理した表です。 

単元内自由進度学習は、「学習内容」は教師が示し、「学習方

法」はこども主体で選択して進めていく右上の部分に当たりま

す。 

「総合的な学習の時間」などとのちがいを特に意識しながら、教

材の選定や教材研究を進めています。 

 
 



 

自由進度学習を山登りにたとえると、一律一斉授業では一本道

を全員で登る形です。進みが速い子は待ち、遅い子は急がなけ

ればなりません。 

一方で自由進度学習は、寄り道や順番の違いを認めながら、さ

まざまな道を通って同じ頂上を目指します。 

教師は、目の前にいるこどもの状態の背景には理由があるという

考えをもち、こどもへの理解を深めることで、一人ひとりの学びを

保障することができます。 

 

 

  



 

次に、このような単元内自由進度学習を、児童が自ら進められる

ようにするための具体的な手立てについて説明します。 
 

 

  



 

主な手だては、「学習環境の充実」、「学習過程の工夫」の２つで

す。 

 

 

 

  



 

本校の研究に対して、上智大学の奈須正裕教授から御指導いた

だいた「すべてのこどもは 生まれながらにして 有能な学び手で

ある」という基本的な考えをいかし、「こどもたちの ！（発見） ？

（疑問） ！？（驚き）が動き出す」をキーワードに、児童が自ら問

題を見出し、解決していくことを促す学習環境づくりを目指してい

ます。 

 

 

  



 

例えば、こちらは理科室前に作成した人体に関する学習コーナ

ーです。なるべくこどもたちがさわったり体験したりして、楽しみな

がら、体のしくみに興味をもつきっかけとなることを目指して作成

しました。 

 

 

  



 

こちらは５年生算数「合同な図形」の学習環境です。 

分度器の使い方を復習するための練習スペースを廊下の壁面に

作成するとこどもたちは自分から測り始めました。ちょっとした工

夫で、子供たちが楽しみながら、自然と学習に向かう効果があり

ました。 
 

 

  



 

こちらは、季節の変化を楽しむ展示スペースです。 

写真や図鑑、クイズやなぞときも交えて季節ごとに変化する動植

物の様子を楽しみながら学びます。 

こちらの展示のポイントは、壁面だけでなく、天井を活用したり、

たたみをおいてリラックスできるスペースにしている点です。 

 

 

  



 

こうした環境は、雰囲気や動機付けを高めること、成果を可視化

すること、そして日常に学びを広げることにつながります。 

 

 

  



 

次に、学習過程の工夫についてです。 

具体的には、この４点を実践しています。 
 

 

  



 

二教科、または二単元同時マイプラン・タイムについては、例え

ば、国語と算数の二単元を同時にマイプラン・タイムで扱うような

取り組みを指します。こどもたちは、取り組むべき課題の順番を

それぞれに選んで、教師が設定した合計時間数の中で計画をた

て、自分のペースで課題をクリアしながら学び進めます。 

複数教科や複数単元で実践するメリットは、スライドの記載のと

おりです。特に、本校の児童にとっては、課題のやり直しや繰り

返しが可能になる点、一人で実験や楽器など教具を使える点、

発展学習を楽しむことができる点に大きなメリットがあると感じま

した。 



 

学習マップとは、単元指導計画のことです。 

この「学習マップ」を提示することで、こどもたちが単元全体を見

通し、自分で学習計画を立てることができるようにする手だてとし

ています。 

 

 

 

 

 

 

 



 

「パワーアップミッション」とは、単元の終盤に学習したことを生か

して取り組む探究的課題のことです。例えば、合同な図形の学習

では、オリンピックのエンブレムやサッカーボールに関連づけ、実

生活とつなげて学びを深めました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

振り返りの習慣化については、マイプランシートという「振り返りシ

ート」を用いて、自分の計画と実行を見直し、次の学びにつなげ

る手だてによって、身に付くようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

最後に、成果と課題についてです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

「自分のペースで進められる」「やり直しができる」「自分に合った

方法で学べる」など、９割以上の児童が肯定的に答えています。 

自立した学習者への第一歩となったことが大きな成果です。 

 

 

 

 

 

 

 



 

また教師の側にも変化がありました。 

「指導観の広がり」や「学力差への対応」、「教材研究を通じたチ

ームワークの向上」などです。 

 

 

 

 

 

 

 



 

一方で課題もあります。 

１つ目は、系統性を意識したカリキュラムの整理です。 

教科ごとに系統性を意識し、どの学年でマイプラン・タイムを取り

入れるのか整理していくことで、学校全体として統一した指導が

できると考えています。 

２つ目は、教科ごとの見方・考え方を踏まえたカリキュラム開発で

す。 

各教科の特性を意識した教材づくりを継続して行うことで、より質

の高い学びを保障できます。 

３つ目は、基本的な「読む・書く」知識や技能の確実な定着です。 

自ら学ぶためには、これらの基本的な言語能力が不可欠であり、

自由進度学習を進める上でも土台となります。 



 

以上で 大田区立入新井第一小学校 

研究発表スタートアップ・ガイド 理論編 について 

ご説明を終わります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

これから 大田区立入新井第一小学校  

研究発表スタートアップ・ガイド 実践編 について説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ここでは、マイプラン・タイムの実施に向けて、次のことに取り組

みました。順番に説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

実施に向けて準備するものとして、全校共通で①学習マップ、②

マイプラン・タイム説明書、③マイプラン・シート、④学習シートの

４つに取り組んでいます。一つずつ紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 



 

学習マップは、児童が単元の概要や流れをつかむための一覧表

です。一時間目に児童に示して、全体でオリエンテーションを行

い、課題や学習環境の使い方を伝えます。 

 

 

 

 

 

 

 



 

こちらはマイプラン・タイム説明書です。 

児童がマイプラン・タイムをスムーズに進められるように、ねらい

や学び方、教師のかかわり方などを示します。 

こちらは児童が初めてマイプラン・タイムに取り組む際に使うもの

です。 

 

 

 

 

 



 

マイプラン・シートは、児童が学びを自己調整するための手だて

として使うシートです。１時間目のオリエンテーションの後に、学

習マップを見ながら学習計画を立て、毎回の授業の終わりに学

びを振り返り、計画の修正などを行い、教師に提出します。教師

は主体的に学習に取り組む態度の学習状況を把握する資料とし

て指導に生かします。 

 

 

 

 



 

学習シートは、従来のワークシートのようなものです。マイプラン・

タイムでは、学習内容等に応じて紙とデジタルを併用し、一つの

課題に一枚の学習シートを用意しています。こどもたちが一人で

学習を進められるように、従来行っている指示や補足説明をシー

トに加えることを意識しています。 

 

 

 

 

 



 

続いて、本校が現段階で最適と考える単元内自由進度学習の授

業づくりの方法を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

まずはじめに、単元のゴールを確認します。 

教科書ではなく、各教科の学習指導要領解説を確認することが

ポイントです。 

 

 

 

 

 

 

 



 

次に学習マップ作りです。 

教科書の指導計画を参考にしながら、課題を設定します。 

このとき、教科書では、一単位時間 45 分の活動を想定して編集

されているため注意が必要です。学習時間数は、ペースがゆっく

りなこどもも含めて、全員が必修課題を終えられる時間数を想定

して設定しています。 

 

 

 

 



 

探究的な課題であるパワーアップミッションは、こどもたちの実態

に合わせて興味をひきそうなものを設定します。学年の教員等で

スライドに示しているような視点で知恵を出し合い、バラエティに

富んだ課題を設定し、こどもたちが楽しんで学習できるようにして

います。 

 

 

 

 

 



 

続いて、学習環境づくりについて紹介します。ポイントは２点で

す。 

１点目は、単元全体の「学習材」を常時使えるように設置し、児童

が自分のタイミングで学習材を使い、学び進めることができるよう

にすることです。 

２点目は、学校全体を学びの場と捉え、教室だけではなく様々な

場所に学びのしかけを作り、日常と関連した学びや学年を超えた

学びにつなげることです。 

 これらを意識して作成した学習環境を写真を交えて紹介しま

す。 



 

こちらは、お助け動画です。こどもたちがつまづきそうな作図の仕

方や実験操作などは、お助け動画でフォローしています。この動

画は、児童が必要だと感じたタイミングで見ることができるように

します。このとき、実際に使用する教具で、普段教えている教師

の声で動画を作成するようにしています。 

 

 

 

 

 



 

次に実物に触れる活動や操作的な活動を重視しています。展示

する資料はできるだけ実物を用意しています。また、操作的な活

動を入れることで、理解が深まることが多くあります。 

 

 

 

 

 

 

 



 

次に、大きさや長さの体感できる掲示です。実物を持ってこられ

ないものに関しては、再現した掲示をすることで、こどもたちの学

びを広げたり深めたりすることができます。これらはいつでも見た

りさわったりできるようにしています。 

 

 

 

 

 

 



 

最後に空間の使い方です。教室だけでなく、廊下やちょっとした

スペースは全て「学びの場」ととらえ、床や天井、壁面も使い、立

体的な学習環境づくりを目指しています。そうすることで、校内の

雰囲気が変わり、こどもたちの学習意欲がぐっと高まりました。 

 

 

 

 

 

 



 

次に単元内自由進度学習を行う、教科・単元を選定する際のポ

イントをご紹介します。 

１点目は、２教科や２単元を組み合わせることです。 

組み合わせは、系統の異なるものがおすすめで、例えば、国語

＆算数 社会＆算数 社会＆理科などです。 

２点目は、個人差の出やすい単元、実技系の内容を選ぶことで

す。 

３点目は、単元のすべてを自由進度学習にしなくてもよいという

点です。 

効果的な活動になるよう、選定しています 



 

次に、本校の実践についてです。 

頻度は１学期に１回程度、実態に応じて、２教科２単元または１

教科２単元のマイプラン・タイムを実践しています。そうすること

で、こども自身が学習する教科を変更して、集中力を回復させた

り、順序選択ができたりして、学習意欲を維持できていることを実

感したからです。 

続いて、各学年の今年度１学期の実践をご紹介いたします。 

 

 

 



 

１年生は初めてのマイプラン・タイムということで、国語一教科の

２単元で行いました。 

こちらは、 名詞や動詞が書いてあるパズルを使って 廊下で文

章作りをしている様子です。一人で取り組むことが難しい児童で

も短文作りができることを目指しました。主語の偏りが目立つとい

う課題をパズルによって解決できました。 

 

 

 

 



 

こちらは、探究的な課題 パワーアップミッションのしりとり遊びで

す。しりとりを長く続けるほど、花火が高く上がるような掲示物に

なっています。廊下に 花火の形で掲示することで、友達の学習

活動の様子を見合うことができます。 

 

 

 

 

 

 



 

次に２年生です。 

こちらは国語科 文章の組み立ての単元です。文章を入れ替え

ることで、読みやすい文章の並び方を考えることができるような

学習環境を作成しました。教室だけではなく、フリースペースを活

用した操作的な活動で、理解が深まる児童が多くいました。 

 

 

 

 

 



 

こちらは２年算数科「100 より大きい数」の単元で、100 個以上あ

る輪ゴムを実際に手に取って数える様子です。空き教室に複数

のブースを作り、様々なものを自分のペースで数える活動を多く

取り入れ、量感を養えるようにしました。 

 

 

 

 

 

 



 

３年国語科 報告文を書く単元です。 

「秘密レポート」「なりきりレポート」「クイズレポート」の３つの型を

用意し、自分で報告文のスタイルを選べるようにしました。 

自分で選択することで、学習意欲が高まりました。 

 

 

 

 

 

 



 

こちらは理科「風とゴムのはたらき」の単元です 

個人で実験に取り組んでいる様子です。長い距離をとれる廊下

を活用し、風やゴムで動く車の実験場所を作り、いつでも実験で

きるようにしました。 

 

 

 

 

 

 



 

４年社会科「大切な水」の単元です。 

一人当たりが一日に使う水の量 約 220L を、２L ペットボトル

110 本を使って可視化しました。単元の導入で児童に提示し、「こ

んなにたくさんの水を使っているんだ」という、驚きをもとに水の

大切さについて学習する意欲を持続させる効果がありました。 

 

 

 

 

 



 

理科「雨水のゆくえ」の単元です。 

こちらは、水のしみこみ方を比較する学習環境です。粒の大きな

砂に見立てた 机 と 粒の小さな土に見立てた 椅子 の間を

児童が実際に通る体験を通じて、水のしみこみ方を体感的に理

解させることができました。 

 

 

 

 

 



 

５年社会科「暖かい土地と寒い土地のくらし」の単元です。暖かい

土地の代表 沖縄県と 寒い土地の代表 北海道の２つのブー

スに分けて、廊下やフリースペースに特産品を展示しました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

こちらは算数の合同な図形の単元です。学習部屋に入る前の入

室チェックとして、分度器で壁面の角度を測らせます。プリントで

はなく壁面に練習問題をつくるだけで、楽しみながら測っている

様子がありました。 

 

 

 

 

 

 



 

こちらは算数の合同な図形の単元です。学習部屋に入る前の入

室チェックとして、分度器で壁面の角度を測らせます。プリントで

はなく壁面に練習問題をつくるだけで、楽しみながら測っている

様子がありました。 

 

 

 

 

 

 



 

こちらは理科 「動物の体のしくみやはたらき」の単元です。 

探究的な課題であるパワーアップミッションをフリースペースに展

示し、材料も見本もいつでも触れるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

以上で 大田区立入新井第一小学校  

研究発表スタートアップ・ガイド 実践編を終わります。 

 


